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行事案内行事案内行事案内行事案内
６⽉６⽉６⽉６月

７⽉７⽉７⽉７月

12日(⽇)・・・例祭 午後2時より

８⽉８⽉８⽉８月
1日(⾦)・21⽇(⾦)・22⽇(⼟)・・・書道教室 午後2時より

12日(⽔)・・・例祭 午後2時より

仏壇・仏具

神奈川県厚木市松枝1−2−10

046－223−2327

新鮮野菜井出農園
藤沢市打戻2730

080－3447−2982

(株)三和建材
茅ヶ崎市行⾕1079−1

0467－51−8224

墓碑・墓石⼯事

長⾕川⽯材店
海老名市国分寺台3−2−23

046－233−5354
090－3228−2325

葬儀のことは

(株)岡村
茅ヶ崎市幸町6－21−203

0467－95−0399

12日（⾦）・・・例祭 午後2時より
６日(⼟)・１９⽇(⾦)・２０⽇(⼟)・・・書道教室 午後2時より

３日(⾦)・４⽇(⼟)・１７⽇(⾦)・１８⽇(⼟)・・・書道教室 午後2時より

13日(⽉)・14⽇(⽕)・・・お盆棚経
15日(⽔)・・・お寺で棚経

11日(⼟)・・・境内清掃 午後１時より ※⾬天時18⽇(⼟)

9日(⽇)・・・施餓⻤会

10日(⽉)∼14⽇(⾦)・・・お盆棚経
15日(⼟)・・・お寺で棚経
27日(⽊)・・・松葉ヶ⾕法難会 午後2時より

河内屋



毎
月
十
二
日
は
、
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
例
祭
の
日
。

法
話
を
聞
き
、
皆
さ
ん
で

お
経
を
唱
え
、
塔
婆
供
養

や
祈
祷
を
行
い
ま
す
。

　
難
し
い
準
備
や
作
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。
座
っ
て
、

聞
い
て
、
手
を
合
わ
せ
る

だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
方

も
、
特
に
用
事
が
な
い
方

も
、
少
し
心
を
整
え
る
時

間
と
し
て
お
参
り
く
だ
さ

い
。
日
常
を
少
し
離
れ
る

だ
け
で
、
気
持
ち
が
軽
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
お
参
り
い

た
だ
け
ま
す
。

小
塔
婆
　
　
三
百
円

大
塔
婆
　
　
三
千
円

祈
祷
　
　
　
お
布
施

参
拝
の
み
　
お
布
施

七
月
十
一
日
（
土
）

午
後
一
時
よ
り
、
境
内

清
掃
を
行
い
ま
す
。

ま
も
な
く
お
盆
を
迎

え
、
ご
先
祖
を
お
迎
え

す
る
前
に
、
皆
さ
ま
の

お
力
で
境
内
を
整
え
ま

し
ょ
う
。
夏
は
草
木
の

勢
い
が
強
く
行
き
届
か

な
い
こ
と
も
ご
ざ
い
ま

す
が
、
ご
先
祖
を
想
い

な
が
ら
手
を
動
か
す
ひ

と
と
き
は
、
何
よ
り
の

ご
供
養
と
な
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
無
理
の
な
い

範
囲
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
翌
週

十
⼋
⽇
に
順
延
い
た
し

ま
す
。

八
月
九
日
（
日
）、
施
餓
鬼
会

を
執
り
行
い
ま
す
。

施
餓
鬼
と
は
、
餓
鬼
界
で
苦

し
む
方
々
に
供
養
を
捧
げ
る

行
事
で
す
。
餓
鬼
界
と
は
、

欲
深
く
自
分
の
こ
と
し
か
考

え
ら
れ
な
か
っ
た
者
が
迷
い

込
む
世
界
。
そ
の
苦
し
む
魂

に
施
し
を
す
る
と
い
う
善
行

が
、
そ
の
ま
ま
ご
先
祖
へ
の

供
養
と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
法
要
は
、
今
を

生
き
る
私
た
ち
自
身
へ
の
問

い
か
け
で
も
あ
り
ま
す
。「
自

分
は
欲
に
振
り
回
さ
れ
て
い

な
い
か
」
法
要
に
参
加
し
、

静
か
に
自
分
を
見
つ
め
直

す
、
そ
ん
な
時
間
に
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

詳
細
は
別
紙
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

八
月
二
十
七
日
（
木
）
午
後
二

時
よ
り
、
松
葉
ケ
谷
法
難
会
を

執
り
行
い
ま
す
。

今
か
ら
約
七
百
六
十
年
前
、
日

蓮
聖
人
は
権
力
に
屈
す
る
こ
と

な
く
国
の
誤
り
を
正
面
か
ら
指

摘
し
、
そ
の
拠
点
を
焼
き
討
ち

に
あ
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
松
葉

ケ
谷
の
法
難
で
す
。

間
違
い
を
間
違
い
と
言
え
る
勇

気
、
そ
し
て
間
違
い
を
認
め
る

勇
気—

—

ど
ち
ら
も
、
今
の
時

代
に
こ
そ
必
要
な
心
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
日
蓮
聖
人
の
真

摯
な
姿
に
思
い
を
馳
せ
、
自
ら

の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す
機
会

と
し
て
ぜ
ひ
ご
参
列
下
さ
い
。

ま
た
、
日
蓮
聖
人
へ
の
報
恩
と

し
て
塔
婆
の
お
申
し
込
み
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。

一
塔
　
三
千
円

皆
さ
ま
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

十
⼆
⽇
講
例
祭

境
内
清
掃

施
餓
鬼
会

松
葉
ヶ
谷
法
難
会

お盆の棚経のご案内お盆の棚経のご案内
����������������������������棚経（たなぎょう）とは？
お盆の時期に僧侶が檀信徒のご⾃宅へ伺い、各家庭に帰ってこられた
ご先祖の⽅々へお経を読み、供養を⾏う⾏事です。妙福寺でも毎年皆
さまのお宅へ伺い、約10分前後の供養をさせていただいております。

                            棚経（たなぎょう）とは？
お盆の時期に僧侶が檀信徒のご自宅へ伺い、各家庭に帰ってこられた
ご先祖の方々へお経を読み、供養を行う行事です。妙福寺でも毎年皆
さまのお宅へ伺い、約10分前後の供養をさせていただいております。

お盆とは、亡くなられた⽅々がこの世へ戻ってくる時期です。その⼤切
なひとときに、読経によって「あなたのことを忘れていません」という
思いを届けることが、棚経の本義です。
私たちが今ここに存在するのは、数え切れないご先祖の命がつながって
きたから。その恩に報いる機会が、年に⼀度のお盆です。

お盆とは、亡くなられた方々がこの世へ戻ってくる時期です。その大切
なひとときに、読経によって「あなたのことを忘れていません」という
思いを届けることが、棚経の本義です。
私たちが今ここに存在するのは、数え切れないご先祖の命がつながって
きたから。その恩に報いる機会が、年に一度のお盆です。

「⾃宅への訪問は難しい」という⽅へ「自宅への訪問は難しい」という⽅へ

⽇程・お申し込みについて日程・お申し込みについて
同封の返信ハガキに、以下をご記入の上、六月末日までにご返送ください。
○7月・8月のご希望　○ご自宅・お寺のご希望 ○連絡のつきやすい連絡先

〈お寺希望の⽅〉〈お寺希望の方〉
7月15日・8月15日、午前9時〜午後4時（1時間ごと）。予約不

要。過去帳・位牌をお持ちの方はご持参ください。

〈ご⾃宅希望の⽅〉〈ご自宅希望の⽅〉
後日、電話にて日程をご連絡いたします。連絡のつきやすい

お電話番号を必ずご記入ください。

ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。
妙福寺　０４６６−４８−４１５１

近年、共働きのご家庭が増え、日程の調整が難しいというお声をよくいただき
ます。また、自宅への訪問に抵抗を感じる方がいらっしゃることも承知してお
ります。
そのような方にも、ご先祖への供養の機会を持っていただきたい。
そこで妙福寺では、お寺での棚経をご用意しております。
予約不要、お墓参りのついでにお立ち寄りいただくだけで結構です。
「棚経をやったことがない」という方も、ぜひこの機会にお気軽にお越しくだ
さい。わずかな時間ではあれど、それだけで、ご先祖へ確かな思いを届けるこ
とができます。

ご先祖は、今年も帰ってきますご先祖は、今年も帰ってきますご先祖は、今年も帰ってきますご先祖は、今年も帰ってきます



施餓鬼会施餓鬼会
せ　　が　　き　　え

令和8年　　8月9日（日）

あなたの命は、先祖の祈りが積み重なった

奇跡のつながりである。

あなたの命は、先祖の祈りが積み重なった

奇跡のつながりである。

施餓鬼とは

飢えと渇きに苦しむ「餓鬼界」の存在に施しを捧げ、先祖の霊を供

養する法要です。自分のことばかり考えていないか——餓鬼心を見

つめ、命のつながりに手を合わせる、年に一度の大切な機会です。

先祖はあなた自身のルーツです。今を生きるあなたは、間違いなく先祖の

おかげで存在しています。塔婆を一本一本建て、手を合わせることで、そ

の感謝と修行が積まれていきます。ご家族おそろいでお参りください。

午前10時　　新盆会受付

午前11時　　新盆施餓鬼会

午前11時　　施餓鬼会受付
午前12時　　施餓鬼会

法要後　檀信徒総会

お布施・お塔婆料
塔婆（一塔） 3000円

施餓鬼料　居士・大姉 5000円

施餓鬼料　信士・信女 4000円

施餓鬼料　新盆・信徒 お布施

妙福寺

※塔婆のお申し込みは7月末日までにお願いいたします


	人間は貴い　仏になれるから 人間は醜い　餓鬼にもなるから その両面を　具えていると 法華経は　教えている だから思い上がるな　転落の危険がある 絶望するな　厳として仏性がある 絶えない向上の努力こそ 君の輝く未来を開 く
	　　　　　身延山九十世　岩間　日勇

	妙　　福　　
	河内屋
	井出農園
	(株)三和建材
	長谷川石材店

	(株)岡村
	行事案内
	６月
	７月
	８月
	十二日講例祭
	毎月十二日は、気軽に立ち寄れる例祭の日。 法話を聞き、皆さんでお経を唱え、塔婆供養や祈祷を行います。 　難しい準備や作法はありません。座って、聞いて、手を合わせるだけで大丈夫です。気になることがある方も、特に用事がない方も、少し心を整える時間としてお参りください。日常を少し離れるだけで、気持ちが軽くなることもあります。 　どなたでもお参りいただけます。 小塔婆　　三百円 大塔婆　　三千円 祈祷　　　お布施 参拝のみ　お布施



	お盆の棚経のご案内
	棚経（たなぎょう）とは？ お盆の時期に僧侶が檀信徒のご自宅へ伺い、各家庭に帰ってこられたご先祖の方々へお経を読み、供養を行う行事です。妙福寺でも毎年皆さまのお宅へ伺い、約10分前後の供養をさせていただいております。
	お盆とは、亡くなられた方々がこの世へ戻ってくる時期です。その大切なひとときに、読経によって「あなたのことを忘れていません」という思いを届けることが、棚経の本義です。 私たちが今ここに存在するのは、数え切れないご先祖の命がつながってきたから。その恩に報いる機会が、年に一度のお盆です。
	ご先祖は、今年も帰ってきます
	境内清掃
	七月十一日（土） 午後一時より、境内清掃を行います。 まもなくお盆を迎え、ご先祖をお迎えする前に、皆さまのお力で境内を整えましょう。夏は草木の勢いが強く行き届かないこともございますが、ご先祖を想いながら手を動かすひとときは、何よりのご供養となります。 どうぞご無理のない範囲でご参加くださいますよう、お願い申し上げます。 雨天の場合は翌週 十八日に順延いたします。
	「自宅への訪問は難しい」という方へ
	近年、共働きのご家庭が増え、日程の調整が難しいというお声をよくいただきます。また、自宅への訪問に抵抗を感じる方がいらっしゃることも承知しております。 そのような方にも、ご先祖への供養の機会を持っていただきたい。 そこで妙福寺では、お寺での棚経をご用意しております。 予約不要、お墓参りのついでにお立ち寄りいただくだけで結構です。 「棚経をやったことがない」という方も、ぜひこの機会にお気軽にお越しください。わずかな時間ではあれど、それだけで、ご先祖へ確かな思いを届けることができます。


	施餓鬼会
	八月九日（日）、施餓鬼会を執り行います。 施餓鬼とは、餓鬼界で苦しむ方々に供養を捧げる行事です。餓鬼界とは、欲深く自分のことしか考えられなかった者が迷い込む世界。その苦しむ魂に施しをするという善行が、そのままご先祖への供養となります。 そしてこの法要は、今を生きる私たち自身への問いかけでもあります。「自分は欲に振り回されていないか」法要に参加し、静かに自分を見つめ直す、そんな時間にしていただければ幸いです。 詳細は別紙をご確認ください。皆さまのご参加をお待ちしております。
	日程・お申し込みについて
	同封の返信ハガキに、以下をご記入の上、六月末日までにご返送ください。 ○7月・8月のご希望　○ご自宅・お寺のご希望　○連絡のつきやすい連絡先


	松葉ヶ谷法難会
	〈お寺希望の方〉
	八月二十七日（木）午後二時より、松葉ケ谷法難会を執り行います。 今から約七百六十年前、日蓮聖人は権力に屈することなく国の誤りを正面から指摘し、その拠点を焼き討ちにあいました。これが松葉ケ谷の法難です。 間違いを間違いと言える勇気、そして間違いを認める勇気——どちらも、今の時代にこそ必要な心ではないでしょうか。日蓮聖人の真摯な姿に思いを馳せ、自らの生き方を見つめ直す機会としてぜひご参列下さい。 また、日蓮聖人への報恩として塔婆のお申し込みも受け付けております。 一塔　三千円 皆さまのご参列をお待ちしております。
	7月15日・8月15日、午前9時〜午後4時（1時間ごと）。予約不要。過去帳・位牌をお持ちの方はご持参ください。

	〈ご自宅希望の方〉
	後日、電話にて日程をご連絡いたします。連絡のつきやすいお電話番号を必ずご記入ください。
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